
第３回北九州市住生活基本計画改定に係る懇談会 

議 事 要 旨  

 

開催日時：令和４年７月２9日 1３：０0～1５：３0 

場  所：ミクニワールドスタジアム北九州 ３階 特別会議室４・５ 

出 席 者：南座長、志賀副座長、城田委員、中村委員、 

中屋敷委員、林委員、藤野委員、藤原委員、森委員 

 

【懇談会内容】 

○ 第２回懇談会の主なご意見と対応案について確認を行った。 

○ 「マンション管理の適正化と高経年マンション対策の強化」、「北九州市住生

活基本計画（改定素案）の検討」について意見交換を行った。 

 

【懇談会の主な意見】 

「マンション管理の適正化と高経年マンション対策の強化」について 

○ マンション内で昔は中庭で、焼肉等の交流があったが、今は無い。楽しいイ

ベントでコミュニティを再生するのは良いと思う。マンションのコミュニテ

ィ再生を助けるコーディネーターの知恵を借りられると、マンション内の関

係づくりができるのではないか。 

○ 強制ではなくお願いレベルだけではあまり効果を期待できない。管理組合の

代表者を登録制にして、行政からのお知らせが届く等のメリットを明示した

り、外壁落下による被害はマンション所有者の責任であること等も知らせる

べき。 

○ 管理責任の所在や地域との関わり方を考えると、住宅政策に「住教育」の視

点が大事だ。所有者の権利と義務の認識を深めていく必要がある。 

○ マンション購入者が、購入時にマンションの管理の仕方や近隣の状況等をよ

く聞き、契約条項等もきちんと確認することが大事だ。 

○ マンションは災害時に特有のトラブルが起きる一方、建物は強固で、戸建て

住宅居住者の避難先になり得る。そこをアピールし、地域とマンションが助

け合うことを周知すべきだ。 

○ 生活や防災の面で、コミュニティの役割は重要だ。今後、マンションの建築

確認の際に、町内会に入るよう誘導、強くお願いしてはどうか。また、市は

警察や消防と三者で話し合って打開策を考えてはどうか。 

 

 



○ マンションに限っていうと、コミュニティと管理組合の役割を混ぜて議論す

るとおかしくなる。コミュニティについては、基本施策の中に、「コミュニテ

ィ維持・向上の促進」とあるので、広い概念の中でしっかり議論することが

必要ではないか。 

○ 北九州市は地盤が良いところがあり、建物は比較的劣化しない。そのような

中で、北九州市でどの程度の修繕積立金の認定基準を出すのか、地域の意見

も聞いて検討してもらいたい。 

○ マンションはオートロック等があり、地域としてもコミュニケーションをと

りにくい。管理計画認定基準に地域コミュニティとの連携状況を検討し、地

域との連携の大切さをマンション側にも働きかけていただきたい。 

○ 北九州市の独自基準として「声かけ等の活動を行っている」を提案している

が、若い世帯が多いマンションで「孤独・孤立の防止」を目的とした声かけ

は殆どないと思われる。元々国が示している基準が高い中、独自基準も全て

満たせないと認定されないのはハードルが高すぎるのではないか。 

○ 地域で防災計画を立てる時、連絡網を最後まで回すのに一時間くらい要し、

LINEを使うことになった。高齢者も LINEは使えるので、マンションでも新

しいツールを連絡網や防災情報提供に活用するのは良い。 

○ 高齢者でもＱＲコードなら読んでみようという人が増えている。ＱＲコード

だけでは足りないが、入口として使うと良い。 

○ 高経年化マンションが、現状から適正な管理水準に近づくためのロードマッ

プをつくり、どのような手立てがあるか可視化することが重要だ。 

○ マンションにとっての最適なコミュニティをまず考えることが必要だ。コミ

ュニティに対しては、ソフトだけではなくハードの対応も必要で、コミュニ

ティをつくりやすい空間という視点も含めて包括的に計画に盛り込んではど

うか。 

○ コロナ渦の影響でマンション内の交流促進のために設けた新たな交流スペー

スが使われづらくなった事例が市内でもみられる。マンション内の交流が無

いと、地域との連携も縮小する恐れがある。マンション敷地内の集会所跡地

等を活用して、来客者用駐車スペースを拡充することや、空室を地域との交

流スペースとすることも一考の価値はあるのではないか。 

 

 

 

 

 



「北九州市住生活基本計画（改定素案）の検討」について 

○ 北九州市は、今後 10 年間で２万世帯が減るという推計がある。それに伴い

空き家の発生が顕著になるだろう。一方、まちが極端に寂れるというわけで

はないので、住宅政策がうまく機能していくことを期待する。 

○ 今後 10年間で建つ住宅の数は限られている。市営住宅にしても、UR団地に

しても、既存ストックをどのように更新していくかが、一番大事なところで

はないか。 

○ ボンジョーノは良い取り組みだったが、そのような大きな土地が北九州市に

はもう無い気がする。ボンジョーノ横の機動隊跡地が空き地となっているが、

第２弾の対象地として検討してはどうか。 

○ 北九州学術研究都市は市内で一番発展している。大学などの「産」を持って

きて「住」を増やすことをもっと考えるべきだ。温暖な環境を利用して、IR

誘致もやりながら、「住」と「産」が一体となったまちづくりの目標を掲げて

はどうか。 

○ 居住誘導区域外における市営住宅の跡地が今後どういう姿になっていくのか、

今後の地域ごとの住宅政策が、都市計画等と連携しながら講じられていくこ

とを期待する。 

○ 騒音、におい等のマンション内での苦情は、時々挨拶をする程度の交流で回

避できることもある。これまでのマンション対策はハード中心だったが、マ

ンション管理計画の「その他の基準」の地域活動への積極的な参加等はとて

も大事だと思う。 

○ 障がいのある人の中にはお金の使い方の優先順位を考えるのが苦手という人

もいる。金銭管理を支援するサービスや「自立生活援助事業」があるので、

実施施策の生活保護に係る「住宅扶助費の代理納付の周知」を「代理納付『等』」

として自分の住まいが危うくならない支援を計画に位置づけてはどうか。 

○ 脱炭素を推進するのであれば、太陽光発電パネル設置への補助やポイントの

付与等の施策を検討してはどうか。 

○ 地方公共団体の様々な計画に共通することだが、成果指標を国の水準に合わ

せて設定しているのは、そういった方法で本当に良いのかという想いはある。

目標を設定した後は、その達成に向けた具体的かつ計画的な取り組みを検討

し、市民に説明できるようにしてもらいたい。 

○ 断熱化の指標として、高い目標値が掲げられており、非常に望ましい。一方、

新築だけでなく、改修の際の目標やその意思が伝わる計画となることを願っ

ている。 

○ 非常に挑戦的な成果指標だと思う。10年後のフィードバックがどうなるか楽

しみである。 



○ アンケート調査への回答を放棄しているマンション管理組合もあると考えら

れ、そういった組合にどうアプローチし、どう成果指標向上させていくのか、

非常に難しい問題だとは思うが、頑張ってもらいたい。 

○ マンションに関する成果指標のうち一番実現してほしいのは、「マンション管

理組合の管理運営状況の把握率」だ。見つけたところを一つ一つ対応しいく

ことも有効だろう。アイデアは色々ある。マンション管理士会としても、市

と協力して目標達成に近づけていきたい。 

○ この計画を市民に伝えていくうえで、概要版の役割は重要だ。最も大事なと

ころは「基本目標と基本施策」なので、多くの文字がすっきり見えるよう工

夫してはどうか。また、本編で詳しい内容を確認できるよう、QR コードを

掲載してはどうか。 


